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第一章  インドネシアにおける社会変容と言語綴りの変遷 
 
   
 
はじめに 














































































ンが 1608 年にマレー語・マダガスカル語辞書（Spraeck en Woord－boek inde Maleysche 
ende Madagaskarsche Talen met vele Arabische ende Turesche Woorden）を作成した。
これがマレー語では最古の辞書と言われている。1623 年にはキャスパ ・ーウィルテンズと
セバスティアヌス・ダンカート共著のドイツ－マレー語、マレー語－ドイツ語辞書
（Vocabularium Ofte Woordboek naar order van den alphabet in Duytsch－Maleysch 






例：       ピガフェッタ               現在のインドネシア語 
            alla                         Allah  （アラー） 
            anach                       anak   （子供） 
            poran poan                  perempuan  （女性） 
            tanghan                     tangan   （手） 
            salibu                       seribu     （千） 
      mischit                      mesjid     (回教寺院) 
      matta                       mata       (眼) 
 
ついで上述のハウトマン、ウィルテンズらの辞書を改善した形で 1653 年にはオランダ
人ヨハネス・ロマンがマレー語辞典（Grondt ofte Kort Bericht van de Maleysche Tale ）
を編纂し、20 年後の 1674 年に出版している。 
例：       ヨハネス・ロマン           現在のインドネシア語 
            elmou                       ilmu    （学問） 
            kolouar                     keluar   （出る） 
            ponja roema                 punya rumah  （家主） 


























２．１．  綴りにおけるオランダの影響 － ファン・オップハイゼン綴り 
 
 1855 年Ｗ．ロビンソンがヨーロッパで初めてマレー語をジャウィ文字で記した本を出版















1.   a           koeda, senang, bahasa 
2.   ai          pakai, pakaian 
3.   au          poelau, saudagar 
4.   b           baroe, sebab, wadjib 
5.   ch          chabar, tachta  
6.   d           dari, maksoed, 
7.   dj          djari, djoeadah 
8.   e           emas, empat, pernah 
9.   é           élok, lémpar 
10.  f           fasal, ma’af, mafhoem 
11.  g           gantoeng, magrib, balig 
12.  h           hari, pahit, sahoet 
13.  i            ikan, wadjib, sisa 
14.  j            jakin, sahadja 
15.  k           kami, paksa, kebanjakan 
16.  '            ta’, ta’kan, moe’min 
17.  ‘            ‘adat, sjara‘  
18  l            lari, lahir, tinggal 
19.  m           mari, minoem 
20.  n           nenas, tandan, pandjang 
21.  ng          nganga, angkat, wang 
22.  nj          njawa, tanja, banjak 
23.  o           bohong, onggok 
24.  oe          oetang, loear, pengetahoean 
25.  p           padi, tetap, pikir 
26.  r           ramai, bersih, ralat 
27.  s           soerat, poetoes, sabar 
28.  sj          sjéch, masjhoer 
29.  t           tali, angkat, talak 
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30.  tj          tjari, botjor 
31.  w          wang, wali, sawah 




















承認しかつオランダ語と同等の地位を与えた。第一回インドネシア青年会議が 1926 年 4
月 30 日から 5 月 2 日までバタビア（現ジャカルタ）で開催され、そこでモハマド・ヤミ
ンは言語問題を取り上げ「未来のインドネシア語と文学の可能性」というテーマでインド
ネシアの各エスニック・グループ間の言語の統一について語った。本会議でもインドネシ
















プジャンガ・バル（ Angkatan Poedjangga Baroe、新詩人世代）、 アンカタン‘45
















スマル・イスマイル、 プラムディア・アナンタ・トゥール、 アスルル・サニである。  






上記新詩人世代から 45 年世代へ移行する間の 1941 年 12 月 8 日に太平洋戦争（当時の















   
２．２． 独立直後のインドネシア人による綴り － スワンディ綴り／共和国綴り 
 
1945 年 8 月 17 日にインドネシアは独立宣言を行ない、1945 年憲法第 15 章第 36 条に
インドネシア語を国語とすることが定められた。しかしインドネシアの独立そのものを旧
宗主国オランダが認めず、1949 年までの 4 年間独立戦争が各地で展開され、国内で混乱
が続いた。1946 年には首都をジョクジャカルタに移転、翌 1947 年に当時教育文化相スワ




作成を行なった。1947 年 3 月 19 日スワンディ教育文化相は大臣決定書第 264／Bhg.A 号







1.   a     hawa, naskah 
2.   ai    pakai, air 
3.   au    kau, lampau 
4.   b     batu lembab 
5.   d     dari, abad 
6.   dj    djuga, djandji 
7.   e     emas, enak 
8.   g     gelang, bedug 
9.   h     tahun, tahan 
10． i     ia, hasil 
11． j     saja , jakin 
12． ｋ      kami, anak 
13． l     lama lampau  
14． m     kamu, kolam 
15． n     tani, nikmat 
16． ng    telinga, lubang 
17． nj    njaman, anaknja 
18． o     olah, bohong 
19． u     guru, laut 
20． p     lupa, pasir 
21． r     baru, pasar 
22． s     bisa, balas 
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23． t     satu, kuat 
24． tj     katjang, tjukur 





     例： dinamaï → dinamai 
２．ファン・オップハイゼン綴りでは、ｅ，é という表記により 2 音を区別していたが、
スワンディ綴りでは区別せず、2 音とも”ｅ” と表記した。 
     例： segar → segar        boléh →  boleh 
３．”oe” をスワンディ綴りでは音に従い、”ｕ” と表記した。 
     例： goeroe →  guru 
４．符号“ ’ ”を ｋ に変えた。また“ ‘ ”は消去。   
     例： ra’jat → rakjat 
          ‘ilmu → ilmu 
５．単語を二回繰り返す場合、数字の２を使用することも可能とする。 
     例： berdjalan－djalan → berdjalan2 あるいは berdjalan－djalan 
６．導入する外来語の中の半狭前舌母音 e は、スワンディ綴りでは入れない。 
例： putera →  putra 





上記３．の場合、”oe” が”ｕ”になる為、例えば laoet（海）が laut となり、二重母音の au 
であるか、 la-ut と別の音素になるのか区別できない。しかしながら一方で 2 文字が 1 文
字となり、より簡素化されることになった。 







に対する不満が表面化するのは独立戦争に勝利し、1949 年 12 月ハーグ円卓協定でインド
ネシア連邦共和国が形成、翌 1950 年に単一インドネシア共和国が誕生した後のことであ
った。具体的には 1954 年 10 月 28 日から北スマトラのメダンで開かれた第２回インドネ
シア語会議で、この問題が取り上げられることになった。１３ 
 
２．３ 言語綴りの脱植民地化 － 改新綴り 
 
1938 年に開かれた第一回インドネシア語会議に続き、第２回インドネシア語会議は、
1954 年 10 月 28 日から 11 月 2 日までメダンでモハマッド･ヤミン教育文化相の下で開催
された。ここでは「インドネシア語の起源はマレー語である。インドネシア語の基礎はイ
ンドネシア社会の成長に合ったマレー語である」と解釈され、この中で綴りに関しては次
の 3 項目が決定された。 




年 7 月 19 日付教育文化相決定書第 44876/S 号により、同年 8 月 1 日にインドネシア語綴
り改新委員会(Panitia Pembaharuan Ejaan Bahasa Indonsia)が発足することとなった。


































書記 : A.K．ハディ（教育文化省職員） 






プリヨノが教育文化相に就任したため委員長職を辞退し、1957 年 5 月 10 日付教育文化
相決定書第 45182/5 号により 1957 年 4 月 1 日よりカトッポが委員長となり、スロトが書
記として加わることとなり、最終的に 1957 年 8 月 6 日改新綴りが発表された。１５ 
 
改新綴り： 
１．a          api 
２．aw         pulaw 
３．ay         gulay 
４．b          lembab, boléh 
５．d          dataŋ 
６．e          emas, berat 
７．é          ékor, korék 
８．f          fakulta   
９．g          gaya 
10．h          hari, salah 
11．i          ikan, hati 
12．j          jadi 
13．k          kayu, anak 
14．l          lari, gatal 
15．m          mabuk, selam 
16．n          nasi, makan 
17．ñ     ñañi 
18．ŋ      senaŋ 
19．o          obat, toko  
20．oy         sepoy 
21．p          pukul 
22．r          ratu, ular 
23．s          sapu, panas 
24．ś          śarat 
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25．t          tali, sakit 
26．ţ          ţium 
27．u          ular, palu 
28．v          vokal 
29．w          wahai 
30．y          yaŋ    
31．z          zakat   
 
スワンディ綴りと改新綴りの相違点は以下の通りである。 
１．ｆ、ｚ、ｖおよび ś が加わる。 
２．二重母音 ai→ay，au→aw，oi→oy に変更。  
３．ｅをｅと é に分ける。 
４．tj→ţ ，dj→ｊ ，nj→ñ ，sj→ś  ，ng→ŋ ，j→ｙに変更。 
５．外来語を除き、語頭のｈは消える。 
      例：habis→abis,  hutan→utan 
6. 語中のｈに関し、同じ母音に挟まれている場合はそのまま表記し、異なる母音に挟まれ
ている場合は消える。 
     例：bahan→bahan,  tahun→taun 
7. ch という綴りがなくなる。 
 















２．４．インドネシア・マレーシアの言語協力 － ムリンド綴り （Melayu-Indonesia
綴り） 
 
  1957 年 8 月 31 日に後にマレーシア連邦の母体となるマラヤ連邦が独立し、それ以降両
国の学術文化交流が始まった。9 月にはインドネシアがマレーシア人学生 5 名をインドネ
シア大学で言語および文学を学ばせるべく招待した。翌年 5 月には 9 名のマレーシア人言
語専門家が地方語を母語とするインドネシア人や外国人を対象とするインドネシア語教育
の方法を学ぶためインドネシアを訪問した。8 月にはインドネシア‐マラヤ連邦言語専門
家会議の開催を両国が承認した。10 月に言語･文学協会（Dewan Bahasa dan Pustaka）
の長であるシェド・ナシール・ビン・イスマイルとインドネシアの教育文化相プリヨノに
よる綴り統一のための会議開催承認が行われた。 




















し、1958 年 10 月のシェド・ナシール・ビン・イスマイルとプリヨノ教育文化相の話し合
いに基づきインドネシア・マレー共同委員会が結成され、ここからムリンド綴りという共
同綴りの概念が 1959 年に生まれた。 
  インドネシア側は教育文化省下に置かれたマレー語・インドネシア語協力実行委員会









 マラヤ連邦側は教育省下に置かれたマラヤ連邦新ローマ字綴り委員会（Jawatan Kuasa 


























１.  a     lagu, maaf 
2.     ay    sampay 
3.     aw    kerbaw, sawdara 
4.     b     sebab, akrab 
5.     c     cuci, 
6.     d     maksud, abad 
7.     e     terbang, lemah  
8.     é     élok, korék 
9.     f     fikiran, fonem 
10.    g     gunung 
11.    h     harus, lihat, pahit 
12.    i     ikan, putih 
13.    j     jadi 
14.    k    bapak, paksa, rakyat 
15.    l     luka 
16.    m    makan 
17.    n    cinta, puncak 
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18.    ŋ    dataŋ 
19.    ñ    ñañi 
20.    o    bola, potong 
21.    oy   sepoy, amboy 
22.    p    Republik 
23.    r    rumah 
24.    s    sapu 
25.    š    šiwa, šarat, šarif 
26.    t    tulis 
27.    u    lubang, duduk 
28.    w    swatantra, swasta 
29.    y    panitya 
30.    z    zakat, zat 
 










  ムリンド綴りは両国政府が同時に発表し、その決定事項は遅くとも 1962 年 1 月までに






















枚のカードを作成した。またアリシャバナ１９は 1962 年 8 月から 8 ヶ月間、言語・文学協
会の長であるシェ・ナシール・ビン・イスマイルの援助でBerita Harian、Gema Dunia、 









に最も影響力を持つ新聞、雑誌から単語を集め、10 ヶ月でマレー語 20 万語、インドネシ
ア語 25 万語分のカードを作成した。またそれに先立ち 1963 年には綴り、用語、文法の統
一を訴え、更にJournal of World History（1967）に寄稿した論文Modern Linguistics in








２．５． 本格的言語機関の設立 － インドネシア語新綴り／LBK綴り２３ 
 
 1963 年から 1966 年までのマレーシア対決の期間、綴りに関する公式の協議は両国間で
行われなかった。その間インドネシア国内ではムリンド綴りに関し、タイプライターでは
打てない文字、記号があり、実用的ではないと非難の声が上がり、ムリンド綴りのコンセ
プトは却下された。マレーシア対決の間に 1956 年 7 月 19 日に設立された「インドネシア
語綴り改新委員会」が解散し、その後 1966 年まで言語文学協会（Lembaga Bahasa dan 
Kesusastraan[LBK]）２４下の専門用語委員会（Komisi Istilah）で言語分野、科学用語な
どのインドネシア語形成活動が細々と続けられた。ムリンド綴りを改正した綴りを作成す
べく教育文化省文化総局下のLBKに 1966 年 5 月 20 日綴りを専門とする「言語文学協会
インドネシア語綴り緊急計画委員会」（Panitia Crash-Program Edjaan Bahasa Indonesia 
Lembaga Bahasa dan Kesusastraan）が発足した。本委員会はLBKの専門家とインドネ
シア大学文学部関係者から構成されており、そのメンバーは下記の通りである。 
1. アントン・ムリオノ（委員長、インドネシア大学文学部長） 
2.  S．W．ルジアティ・ムルヤディ（副委員長、教育文化省文化総局言語文学局） 
3.  バスキ・スハルディ （第 2 書記、インドネシア大学文学部） 
4.  スリ・ティムール・スラトマン（第 1 書記、インドネシア大学文学部） 
5.  ルクマン・アリ（教育文化省文化総局言語文学局） 
6.  サルダント・チョクロウィノト 








  1966 年 8 月末には綴りが完成し、同年 10 月 28 日に発表となった。その間の 1966 年 9
月にハリムルティ・クリダラクサナ（インドネシア大学文学部）とＳ．エフェンディ（教
育文化省文化総局言語文学局）が加わり、その後スリ・ティムール・スラトマンがハンブ
ルク大学へ着任のため辞任した。1967 年 6 月末には上記６、７の両名に代わり、ジョコ・
クンチョノ（インドネシア大学文学部）が参加している。1967 年 9 月 19 日付教育文化相
決定書第 062/67 号に基づき、この委員会は教育文化省直轄のインドネシア語綴り委員会
として正式に承認され、名称も「LBK綴り委員会」から「インドネシア語綴り委員会」
（Panitia Edjaan Bahasa Indonesia）に変更された。２５ 
一方マレーシアは 1966 年 9 月 7 日、ムリンド綴り制度委員会（Jawatankuasa Sistem 
Ejaan Melindo）の会議をクアラルンプールの言語・文学協会で開き、ムリンド綴りを両
国で承認することに同意した。しかしながら後述のように、1967 年 6 月 27 日にインドネ




















1.   a       anak, mana 
2.   aw      harimaw 
3.   ay       panday 
4.   b        bantu, tumbuh 
5.   c        cara, kaca 
6.   d        damai, tanda 
7.   e [e] [∂]   enak, sore, emas, sepi  
8.   f         film, sifat 
9.  g         ganti, juga 
10.  h        hari, marah 
11.  i         irama, api 
12.  j         jalan, meja 
13.  k        kamar, masak 
14.  kh       khabar, akhlak 
15.  l         lari, kapal 
16.  m        mana, salam 
17.  n        nama, aman 
18.  ng       ngarai, singa, sayang 
19.  ny       nyala, sunyi 
20.  o        orang, tokoh 
21.  oy       amboy, boykot 
22.  p        pagi, siap 
23.  r        rasa, sabar 
24.  s        saya, kapas 
25.  sy       syarat, masyarakat 
26.  t        tadi, bakat 
27.  u        usia, itu 
28.  v        varia, universitas 
29.  w        wanita, sawah 
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30.  y        yang, karya 





1.  ムリンド綴りではｅと é という表記で区別されていたが、新綴りでは双方ともｅと表
記する。 
2.  ムリンド綴りには kh という綴りの概念がなかったが、新綴りでは kh が主にアラビア
語源の外来語に使用されるようになった。 
3.  ムリンド綴りのñ の音が新綴りではny で表記される。 
        例：ñañi → nyanyi 
4.  ムリンド綴りの ŋの音が新綴りではng で表記される。 
        例： dataŋ → datang 
5.  ムリンド綴りの š の音が新綴りでは sy で表記される。 
        例： šarat → syarat 
6.  ムリンド綴りにはｖという綴りの概念がなかったが、新綴りではｖが使用されるよう
になった。 例：universitas 
7.  場所を示す前置詞の di（~で）と ke（~へ）が後ろの普通名詞と切り離された。 












 1965 年「9 月 30 日事件」でスカルノ大統領が事実上失脚し、共産系勢力を制圧したス















ビを通し，その傾向は強まっていった。当時インドネシアは“Politik Susah Teknik 




術はインドネシアほど発展していなかった。そしてマレーシアでは 1966 年 9 月 7 日ムリ
ンド綴り制度委員会（Jawatan Kuasa Sistem Ejaan Melindo）がクアラルンプールの言
語・文学協会（Dewan Bahasa dan Pustaka[DBP]）で会議を開き、ムリンド綴りを両国
で承認する事に同意した。 
1967 年 2 月 21 日、最高作戦司令部（KOTI）２７第５部隊とマンダラ・シアガ司令部



























 上記で使用される綴りとは、①1 音 1 文字になるような技術的配慮、②その表記が言語
学や現行の社会科学に関する深い研究に反映するような学問的配慮、に基づく文字による
音素表記を意味している。 











合理的かつ学術的な 1 つの共同新綴り制度に関する確固たる唯一の決定に到達した。 
 合意された綴りの基本は下記の通りである。 
１． 母音 ①   マレーシア語、インドネシア語には i,e,o,u,a,e,で表記される純粋６母音   
がある。 
        ②   一般にマレーシアで“o”と綴られている最終音節の反狭後舌母音は最
終閉音節の全狭後舌母音と同様に“u”で表記。 
        ③ マレーシアで“e”と綴られている最終閉音節の半狭前舌母音は最終閉音
節の全狭前舌母音と同様 ”i”で表記。 
             ④  “ e”は〔e〕、〔ə〕の両方とも記号を付けず“e”と表記。但し教授する場
合は便宜的に記号を用いても良い。 
２． 二重母音  表記は現行同様”au”,”ai”,”oi”とする。 
３． 子音    子音の音素は下記の通り表記される。 
 
現行マレーシア語   現行インドネシア語     新綴り 
  p                        p                  p 
    b                        b                  b 
    t                        t                   t 
    k                        k                  k 
    d                        d                  d 
    g                        g                   g 
    ch                       tj                  c 
    j                        dj                   j 
    s                        s                   s 
    f                        f                    f 
    v                        v                   v 
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    z                        z                   z 
    sh                       sj                  s 
    kh                       ch                  kh 
    gh                       g                   gh  
    h                        h                   h 
    m                       m                   m 
    n                        n                   n 
    ny                       nj                  ny 
    ng                       ng                  ng 
    l                         l                   l 
    r                         r                   r 
    w                        w                   w 
    y                         i                   y        
４．  アルファベット  a ~ z まで現在のアルファベットと同様。 
５． 音節       下記の１３種類となる（V は母音、K は子音）。 
  1   V          a-nak 
    2   KV        ra-kit 
    3   VK        ar-ti 
    4   KVK       tam-pak 
    5   KVKK     teks 
    6   KKV       kre-dit 
    7   KKVK     prang-ko 
    8   KKKV     stra-tegi 
    9   KKVKK    kom-pleks 
   10   KKKVK    struk-tur 
   11   VKK       ons 
   12   VKKK     arts 
   13   KVKKK    korps 
６． 派生語    この中の接辞は全て基語を連結させる。マレーシアで使用されてい 
る”sa”は”se”となり元語に連結する。 
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７． 不変化詞   全ての不変化詞は ialah, adalah, adapun, kepada, daripada を除き 
基語から離す。 
例： dia pun     
８． 人称代名詞の所有格、目的格    
     ①      ku, kau, mu は基語と離して書く。例： rumah ku（私の家） 
      ②     nya は基語に連結させる。      例：  rumahnya 
                                （彼/彼女の家）     
９． 重複語  ハイフンを用いて完全な形で書く。新聞などスペースが無い場合は数字
の“２”を用いる。 例： rumah2（家々） 
１０．複合語                 
     ①  複合語とは下記特長を有する語の集合体である。 
       ａ．２語の基語からなる。  例：rumah sakit（病院） 
       ｂ．基語の機能を果たす。（接辞を受け入れる）例：mata pelajaran (科目)       
     ②  上記の定義に当てはまらない複合語は連結して書く。例：prasedjarah 
                                     （先史） 
１１．句読点  下記句読点は現行と同様に表記。  





例： apakah, entahlah, ialah, walaupun,など。 
２． 人称単数所有格、目的格に関し、全て前後の語に繋げて書く。 









で教えるための科学、数学、技術分野の教員 88 名の選出を行った。こうして 1967 年から







の方途であった。1967 年 9 月 19 日には両者の間で LBK 綴りによる綴りの統一の調印が
なされ、1968 年 2 月 28 日からこの LBK 綴りが唯一の公式綴りとして施行される予定で







け、公式綴りとはならずコンセプトに終わってしまった。それどころか 1967 年から 1969
年までの２年間、この綴り問題は言語学的問題としてではなく、政治的問題として発展し






 上記状況の裏付けとなる 1966 年から 1972 年の間に発行され、綴りに関する記事を掲載







ック系、『ドゥタ・マシャラカット』（Duta Masjarakat）はNU 系である。 
 
表１ 新綴りに関する新聞記事（1966 年－1972 年）（点） 
綴りに関する内容記事数 
新聞名 系 
賛成 中立 反対 
Yudha Minggu 親政府系  1 3 
Berita Yudha 親政府系 8 6 3 
Api Pantja Sila 親政府系 1   
Angkatan Bersendjata 新政府系 4 3  
Harian Abadi 親政府系 5   
Kompas 中立 10 5 5 
Sinar Harapan 中立 35 15 16 
Indonesia Raja 中立 7 3 1 
Harian Kami 中立 9 10 9 
Duta Masjarakat 中立   7 
Revolusioner 中立   1 
Ampera 中立 3 1  
Warta Harian 中立 2  3 
Pelopor Baru 中立  1 2 
Suara Islam 中立   1 
Duta Revolusi Minggu 中立   1 
Pedoman 中立 2 7 7 
Harian Djakarta 中立   2 
Djakarta Minggu 中立 3  1 
Angkatan Baru 中立   2 
Nusantara 中立 1   
Suluh Marhaen 反政府   4 



























年 2 月 10 日）。 







教科書だけでも小学生から大学生までの約 1000 万人分で１人 20 冊、各 200 ルピアと概
算すると 400 億ルピアが必要となる。少ない教育予算からこれだけの額を支出するのは不
可能であり、これを経済的に低迷している国の為に開発５カ年計画へ回すべきである、と







   
２．５．２．３ 宗教面からの反対 
 インドネシアの国民のほぼ 9 割がイスラム教徒であり、インドネシア語の中で多くのア
ラビア語源の単語が使用されている。当時アラビア語源の単語にはain(アイン)符号を‘adil, 
ra’yatのように表記してきたが、これが新綴りではadil, rakyatのように符号は消去され、
あるいは“k”を代用することとなった。またAllah をAlah, Qur’an をKoran にするなど、
綴りにも変化が表れた。これに対しイスラーム側からは下記のような意見が出された（『ス





























た（『コンパス』1968 年 12 月 2 日）。 
 
２．５．２．４． 言語学面からの反対 
 ガジャマダ大学文学文化学部はムハマッド・ラムランを中心に 1967 年に新綴り調査チ
ームを結成し、新綴りの不完全性を研究した。このチームは新綴りは１音１文字という建
前であるが、実際には sj→sy,   ch → kh のように２文字となっている事例があると指摘
した。また e, éに関する綴りも未完成であり、綴り変更の必要性は認めるが、更なる検討
が必要であり、政府の決定は延期されるべきであるという結論を出した。現状は


















 感情面からの反対意見は大別して 4 つに分類できる。 
（１）対外的不満、（２）国威衰退の不満、（3）対内的不満、（４）言語環境に対する不満。
このうち対外的不満が 6 項目、国威衰退の不満が 10 項目、対内的不満が 23 項目、言語環
境に対する不満が 6 項目である。 
（１）対外的不満 
１．多くのエスニック・グループを統一することに寄与したインドネシア語の役割、実績





















































































Aksi Pelajar Indonesia[KAPI]）は 1968 年７月新綴りを拒否した。その主な理由は下記の




















1969 年 12 月 9 日）。 
 毎土曜日 18 時 5 分から開始されるラジオ・テレビ放送局センタ (ーPusat Biro Siaran 
Radio & TV)のラジオ放送で 1969 年 1 月にインドネシア学生プレス協会（Ikatan Pers 
Mahasiswa Indonesia）が新綴りに関するアンケートを行った。結果は、反対 59.5％，賛
成 27.0％、その他 13.5％であった（『プドマン』1969 年 1 月 25 日）。 















































５．  新綴りは新しい綴りではなく、綴りの簡素化である。この作業は 1947 年のスワン
ディ綴りの時から始まっている。 
（２）対内的な賛成意見 
６． 同時に２つの綴りが出回ると国内が混乱するというが、スワンディ綴りの時には何  
   の混乱も起こっていない。 
７． インドネシアの出版物がマレーシアでも読まれるようになり、出版費が安くなる。 
８． 新綴りに関し無関心でもいけないが、過度の政治的、感情的な発言をしてもいけ    
ない。 
９． 新綴りは社会心理的、政治的な理由で反対されているのであり、言語学的な反対   
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ではない。 
１０.  スワンディ綴りが未だに残されているのは、国民が新綴りに関心を持っていない    
からであり、もし言語専門機関が存在し、十分な費用が投じられれば普及し関心
が持たれるようになる。 
１１． 教員にも若者にも綴りは重要でないと考えられており、教育の場で学ぶ機会がな    
かった。 
































文化相の名で 1969 年 3 月新綴り普及活動中止命令を出した。 
 
２．５．３． インドネシアのジャーナリスト会議 
 1967 年 8 月アントン・ムリオノが中心となり、毎年インドネシア、マレーシアの報道
関係者が首都で意見交換のための会議を開くことを提案した。また両国記者が、相互の質
的向上のため３－６ヶ月交代で相手国を訪れることとした。そして 8 月 23 日から 26 日ま
でクアラルンプールにおいて第1回マレーシア・インドネシア記者セミナーが開催された。








 新綴りに関し意見の相違があるため、同年 9 月 27 日インドネシア記者連合（Persatuan 
Wartawan Indonesia[PWI]）が中心となり、新綴りの影響を受ける一般国民の声を広く聞
くため言語文学協会（Lembaga Bahasa dan Kesusasteraan[LBK]）、新聞企業家連合




























も新綴りを使って記事を書いている。11 月にはジャカルタ芸術審議会（Dewan Kesenian 








高校生を中心とするインドネシア学生青年活動団体(Kesatuan Aksi Pemuda Peladjar 
Indonesia[KAPPI])とインドネシア大学生活動団体（Kesatuan Aksi Mahasiswa 
Indonesia[ KAMI]）は、北スマトラのKAPPI を除き反対の動きはなかった。他方インド
ネシア学生活動団体(Kesatuan Aksi Pelajar Indonesia[KAPI]）のメンバーは、塀に落書
きをするなどの行為で反対を表明した。こうしたインドネシア国内の動きに対し、マレー
シアの教育相は「新しい事を行う時には反対を伴うのが常である。マレーシアではほぼ全







ル・ハラパン』1969 年 1 月 29 日）。 








1969 年 1 月、初代副大統領モハマッド・ハッタは新綴り論争の最中次のような見解を
新聞発表し、各紙がこれを取り上げた（『プドマン』1 月 27 日など）。 
１． 国民全体に関わる問題を小さな委員会だけで決定してはならない。これは民主主義
に反するものであり、あくまで国会で承認を得るべきである。 
２． 約 400 億ルピアという膨大な費用を投入し、何百万冊の本を出版しなければならず、
























決めるべきである、と述べた（『コンパス』1969 年 2 月 4 日）。 
これに対しマシュリ教育文化相は、各種階層の代表からなるフォーラム開催が必要であ
り、新綴りに対する誤解を解いて欲しいと語ったが、新綴りの公表日時は明らかにしなか
った。3 月 22 日、教育文化相はあまりにも大きな社会問題になった新綴り問題を国会へ持
ち込み、第９委員会（宗教、政治担当）の意見を仰いだが、ここでも結果がでることはな
かった。 























るか態度を明確にするべきであると訴えた（『スル・マルハエン』1969 年 2 月 1 日）。 
 この討論会の結論は以下のとおりである（『コンパス』199 年 2 月 1 日、『ハリアン・カ
ミ』２日、『プドマン』4 日、『アンペラ』7 日）。 
1.   現行インドネシア語綴り（スワンディ綴り）の標準化を完成する必要がある。 
2.   教育文化省のインドネシア語綴り委員会が作成し、ディアン・ラヤット社が出版した
綴り表の中の綴りのコンセプト（インドネシア語新綴り）を完璧なものにするために
再検討する必要がある。 

























一方マレーシアとの人材交流は引き続き行われていた。1968 年マレーシアでは 200 名
の教員を必要としていた。これに対しインドネシアはマレーシアにおけるマレーシア語を
教育用語とする教育システムに協力し、1969 年末に 280 名の化学、数学分野のインドネ
シア人教員をマレーシアへ派遣した。３７ 
またマレーシアではマレーシア国民大学構想が持ち上がり、マレーシアの教育相アブド




年 12 月には 663 名のマレーシア人学生がインドネシア大学の医学、歯学、技術分野で学
ぶため、留学している。 
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表２ 新綴りに関する重要紙の記事（1971 年から 1972 年前半）（点） 
 
新 聞 名 賛 成 中 立 反 対 
Sinar Harapan 23  1 
Harian Kami 1   
Kompas 20   
Indonesia Raja 19 2 2 
Pedoman 1   
Harian Abadi 5   
Nusantara 3   
Merdeka 3  4 
Suara Karja 1   
Berita Buana 2   
Pelita Minggu   1 





































































年 5 月 20 日付教育文化相決定書第 03/A.I/72 号により正式に承認された。４１ 
 







１．  委員長        教育文化省文化総局長 
      副委員長      教育文化省文化総局秘書 




２． スマルシス                 （文化総局） 
３． スタルソ                   （文化総局） 
（２） 言語技術部 
１． ルクマン・アリ言語技術部長 （文化総局） 
２． Ｓ．Ｗ．ルジアティ          （文化総局） 
３． ジョコ・クンチョノ          （文化総局） 
４． Ｂ．スハルディ 
５． ハリムルティ・クリダラクサナ  （文化総局） 
６． Ｓ．エフェンディ               （文化総局） 
７． ダフニル・アドナニ            （文化総局） 
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８． アムラン・ハリム      （スリウィジャヤ大学）8 月 2 日加入 
９． アントン・ムリオノ    （インドネシア大学）  8 月 2 日加入 
１０． ルクマン・ハキム      （国家言語研究所）          8 月 2 日加入 
（３） 計画部 
１． スオヨS．アディ計画部長 
２． イドリス･M.T.フタペア  （文化教育省） 
３． M.フシンＭ 
（４） 後方支援部 
１． P.ワヨン後方支援部長    （文化総局） 
２． クルニア・ヤフヤ         （書籍小包プロジェクト） 
３． スジョノ                 （小学生用書籍小包プロジェクト） 
４． ソフィアン・イスマイル   （文化総局） 
（５） 啓蒙部 
       １．  ダルソノ啓蒙部長          （教育文化省） 
２．  Ｄ．クマルガ 
    ３．  E.シスウォヨ              （情報省） 
    ４．  ワハブ・イスマイル        （情報省） 
    ５．  スラトノ                  （教育文化省） 
（６） 育成部 
        １． フアド・サリム育成部長   （教育総局） 
２． クスナディ・ハルジャスマントリ （教育局） 
     ３．サンプルノ                     （芸術教育局） 
     ４．イブヌ・スラメット             （体育青年教育局） 
     ５．T.パサリブ                      （教育文化省） 
     ６．ムスタファ                      （教育総局） 
（７） 外交部 
        １． シヒテ外交部長               （教育文化省） 
        ２． M.スジマン                   （教育文化省） 
        ３． T.S.グントヨ                  （防衛治安省） 
        ４． ナハル・シャムスディン        （外務省） 
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        ５．  アムロン                     （宗教省） 
        ６．  T.M.パルデデ                 （内務省） 
        ７．  スワルノ                     （内務省） 








７． S.P.スンビリン  
 









もあったが、1972 年 8 月 16 日大統領決定書が出されると、この問題も解決した。 
  上記 1972 年 8 月 16 日付大統領決定書第 57 号で完全インドネシア語綴りの実施が正式
に発表され、この問題も基本的に解決した（施行は独立記念日である翌 17 日から）。 
 
  完全インドネシア語綴り： 
1.   a     asah 
2.   ai    pandai, sampai 
3.   au   atau, harimau 
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4.   b    bahasa, sebab 
5.   c     cakap 
6.   d     dua, abad 
7.   e     emas, pena 
8.   f     maaf, fakir 
9.   g     guna, tiga 
10.  h     hari, tuah 
11.  i     isi, simpan 
12.  j     jalan 
13.  k     kami 
14.  kh    tarikh 
15.  l      lemas, kesal 
16.  m     maka, diam 
17.  n     nanti, tuan 
18.  ng    ngilu, pening 
19  ny    nyonya 
20.  o     oleh, tokoh 
21.  oi    amboi 
22.  p     pasang, siap 
23.  q     Quran 
24  r     raih, putar 
25.  s     sampai, lemas 
26.  sy    syarat 
27.  t     tutup, rapat 
28.  u     utuh, pun 
29  v     valuta, universitas 
30.  w     wanita, hawa 
31.  x     外来語に使用 
32.  y     payung 
33.  z     zakat, zeni, lezat 
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 LBK 綴りと完全インドネシア語綴りの相違点： 
1. aw → au   例： harimaw → harimau 
2. ay → ai    例： panday → pandai 
3. oy → oi    例： amboy → amboi 
以上の 3 点であるが、LBK 綴りはコンセプトで終わってしまったため一般には普及して
いなかった。 
現在までにコンセプトではなく正式発表されたものは、前述したように 1901 年のファ




１．dj → ｊ    例： djalan → jalan 
2.   j → y      例： jakin → yakin 
3.   nj → ny    例： njata → nyata 
4.   sj → sy     例： sjarat → syarat 
5.   tj → ｃ     例： tjepat → cepat 
6.   ch → kh    例： chidmat → khidmat 




         例：   dikantor → di kantor （会社で） 
                kepasar → ke pasar   （市場へ） 
  ファン・オップハイゼン綴りの oe はスワンディ綴りでｕに変更されたが、固有名詞を
中心に社会では依然として oe が使用されていた。人名などの例外もあるが、これを新綴
りでは改めてｕに変えることになった。 
  新綴りについての大統領決定書第 57 号の公布（1972 年 8 月 16 日）に先立ち、マシュ
















第三節  完全インドネシア語綴り制定後のインドネシア語 
 
  1972 年 8 月 16 日の完全インドネシア語綴りの公式発表に先駆け、インドネシア・マレ




   
共同声明 (1972 年 5 月 23 日) 
 
I. 綴り、用語、文法に関する両国語の発展のための共同作業に両国が合意する。 
１. 完全化した綴りに関する 1967 年 6 月 27 日の両国専門家間で合意した原則を実
施する。 
  ２.  同時に両国教育相が決定書を通し、上記綴りの実施を正式に公表する。 
3.  両国語発展のため共同委員会を設立する。この委員会は両国間で交互に開催地を















 この共同声明を受け、インドネシア語綴り委員会（Panitia Ejaan Bahasa Indonesia）
とマレー語常任委員会（Jawatankuasa Tetap Bahasa Malayu）がジャカルタで会議を開
き、1972 年 6 月 22 日に下記報告を行った。４４ 
I. 前書き 
  ｌ.  1972年5月23日の共同コミュニケを受けインドネシア教育文化省のインドネ
シア語綴り委員会とマレーシア教育省のマレー語常任委員会の間で下記の目
的のため会議が開かれた。  
    （１）現在までの両国での発展に基づき両国で使用されていた綴りの完全化を実
現する。  
     （２）1967 年 6 月 27 日に、両者が合意した共同綴りに関する決定を再検討す
る。 
    （３）言語分野における一般的な諸問題に関する意見を交換する。 





会議が 1972 年 6 月 20－22 日ジャカルタで開かれた。 
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II.  決定 
  本会議の決定事項は下記の通りである。 
  １.  母音  両委員会はインドネシア語、マレーシア語共”a”,”i”, “u”, “e”, “o”の５文
字から成る６音（”e”は 2 音）を有することに合意する。 
  ２.  子音  両委員会は全子音文字は 1967 年 6 月 27 日の決定通りであることに
合意する。 
  ３.  アルファベットの読み方  両国がそれぞれ独自に定めることに合意する。  
  ４.  音節  ６月 27 日の決定通り、音節の型は 13 種類であることに合意する。 
  ５.  派生語の書き方  6 月 27 日の決定通りである。 
  ６.  不変化詞”pun”  “～もまた”という意味で使われる”pun”以外の不変化詞は
基語に繋げて書く事に合意。この例外的措置が今後も続
けられるか否かを決定するため調査を行う。 
  ７.  人称代名詞所有格、目的格 この語は前/後の語に繋げて書くことに合意する。 
  ８.  複合語  これに関しては多くの問題が生じたため、より詳細に検討するとい 
うことで合意する。当面は両国が書き方を別々に定める。 
  ９.  句読点  6 月 27 日の決定に全面的に従い、これに省略法を追加する。  
 III.  その他 
１．両国で同義にもかかわらず異なる発音、綴りの語に関し、より詳細にこの
問題を調査することで合意する。 
         例：  マレーシア     インドネシア 
              bahawa              bahwa 
                            beza                 beda 
                            kahwin              kawin 
                            kerana               karena 
                            Mac                  Maret 
                            mahu                 mau      
           2. 現在生じている相違を減少させるため、両者は 1967 年 6 月 27 日決定の
精神に従い、両国の更なる言語発展努力を重視する。     
      
 1972 年 5 月 23 日の共同声明の中の I（3）に、1967 年 6 月 26 日の 2 国間の綴りの統一
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に関する両国の専門家による合意を受け、言語共同委員会を設立するとの一項があった。







（Lembaga Ilmu Pengetahuan Indonesia[LIPI]）と協力しインドネシア語一般辞典














新 聞 名 賛 成 
 
中 立 反 対 
Sinar Harapan 10  2 
Kompas 8  3 
Indonesia Raya 3   
Berita Yudha 1  1 
Merdeka 5   
Suara Karya 2  1 
Berita Buana 2   
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Pikiran Rakyat 2  3 
Angkatan Bersenjata 1   
Haluan 1   
Pelita 1  1 
Waspada  1  
Panji Masyarakat 1   
Singgalang 2   
                                                     （筆者作成） 
 
各新聞は 8 月 16 日から完全インドネシア語綴りの使用を開始したが、新綴りに慣れて
いないため多くの間違いが生じた。教育機関においても突然の綴り変更のため学生は困惑
した。政府機関でも秘書たちが書類作成に長時間を要するため、綴り変更当初は混乱が生
じた（『シナール・ハラパン』1972 年 8 月 22 日）。 
国民代表議会の第 9 委員会の委員長ジャマル・アリは綴りの移行期間は同年 8 月 17 日
から 12 月 31 日までとし、既存の印刷物に関しては 5 年間の猶予を置き、1978 年には全
印刷物を完全インドネシア語綴り版とすると述べた（『シナール・ハラパン』1972 年 8 月
26 日）。こうした中、大学において完全インドネシア語綴り徹底のため言語発展・育成セ
ンターの専門家やアリシャバナを招き、セミナーを開催した（『インドネシア・ラヤ』1972















         インドネシア                                             マレーシア 
1901 年 ファン･オップハイゼン綴り       1904 年  ウイルキンソン綴り 
                    
                    
1928 年 青年の誓い       1914 年   ザーバ綴り 
                    
1938 年 第 1 回インドネシア語会議（ソロ）             
                    
1947 年  スワンディ綴り       1943 年  ファジャル・アシア綴り 
                    
1954 年 第 2 回インドネシア語会議（メダン）     1956 年 マレー言語・文学会議（シンガポール）
                    
  1957 年 改新綴り         1956 年 コングレス綴り   
                    
                    
1959 年 インドネシア－マレーシア友好条約 
                    
    1959 年 ムリンド綴り     
                    
1963 年―1966 年 マレーシア対決のため中断 
                    
1967 年インドネシア－マレーシア教育協力協定 
                    
1967 年 LBK 綴り／新綴り 
                    
1968 年 インドネシア語セミナー（ジャカルタ） 
                    
1969 年 ジャカルタおよびマカッサルでの討論会 
                    
1972 年 プンチャックにおけるセミナー  
                    
1972 年 インドネシア、マレーシア両国教育相共同コミュニケ 
                    
                    
 1972 年 完全インドネシア語綴り      1972 年 新マレーシア語綴り 
                    
                    




  オランダ植民地期の 1901 年から独立後の 1972 年までの間に、インドネシア語の綴りは
ファン・オップハイゼン綴り（1901 年）、スワンディ綴り（1947 年）、改新綴り（1957



























1950-1959 1950 年インドネシア連邦共和国から単一インドネシア共和国に戻った      
時代。 
        kabinet（内閣）、mosi tidak percaya（信任投票は信頼できず）、lisensi  
istimewa（特別許可書）、pemilihan umum（総選挙）、konstituante 
（制憲議会）、pusat（中央）、daerah（地方）、berontak（反逆）  
1960-1965   資本主義国と共産主義国の冷戦の影響を受けた時代。 
           revolusi（革命）、politik sebagai panglima（司令官としての政治）、  
dunia baru（新世界）、masuk kawah Candradimuka(軍隊演習集団 
入団)、Manipol（1959 年 8 月 17 日スカルノ演説）、kontra revolusi 
（反革命）、pemimpin besar revolusi（大革命家）、ganyang（粉砕）、
nasakom（民主主義、宗教、共産主義＝スカルノ政治体制）、     
indoktrinasi（教義）、nekolim（新植民地主義） 
 1966-1998     スハルトによる国家開発の時代。 
                  akselerasi（加速）、tinggal landas（離陸）、pertumbuhan（成長）、
teknologi（技術）、modernisasi（近代化）、efisiensi（能率）、 




antargolongan)、 kiri baru（新左派）、bersih diri（潔癖）、subvensi
（正式援助、助成金）、kecemburuan social (社会不信)、GPK（治
安を混乱させる集団） 
1998－     スハルト時代以降。 
          reformasi（改革）、kolusi（共謀）、korupsi（賄賂）、nepotisme（縁
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